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通奏低音は，音楽の最も重要な基礎である0そして，この通奏低音ほ両手で弾

かれるのであるが，この場合，左手は楽譜に書かれたバスを受持ち，右手は，

そのバスに対して協和ないしは不協和音を弾く。そのことによって，神の栄光

と人間の歓喜に心地よきハーモニーをもたらすのである。

ヨハン。セバスティアンり、ッハ
・ぐ

通奏低音とほ，17世紀と18世紀前半の音楽における低音部を意味する言葉で，下記の諸国語

の訳語である。

Bassus continuus

ba＄SO COntinuo

Generalbass

basse continue

thorougb－もass

）

）

）

）

）

羅

伊

独

仏

英

（

（

（

（

（

これらの言葉ほ，多くの場合数字を伴っていたところから，次のように数字付低音とも呼ばれ

る。

bass（）numeratO

bezifferter Ba＄S

basse chiffr台e

figured bass

）

）

）

）

伊

独

仏

英

（

（

（

（

1600年から1750年の間の150年間，すなわちバロック時代に密着した技法であったところか

ら，フーゴー。リーマンによってこの／ミロック時代は一名“ゲネラルバスの時代”とも呼ばれて

いる。従って，通奏低音の認識なしにほ音楽の歴史を正しく把握することほできないといっても

過言でほないだろう。

本稿では，主として通奏低音の実際について述べる関係から，歴史的な背景についてほ，次の

文献を参照されたい。
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〈16，7世紀音楽のGrossary〉第8匝！〈Ba＄SOCOntinuo〉の凰大橋敏成，現代ギターNo・31

平凡社音楽事典〈通奏低音〉の項，角倉一朗，服部幸三

グローヴ音楽事典〈Tborougb－bas＄〉の項，ぎ．T．アーノルド＆R・ダニソグトン

M．G．G．事典くGeヱユeごalbass〉の項，F．オーバーデルファー

そして，それらの項において包括さ淫tている文献表によって多くの文献を知り研究することが

できる。中でも，最も重要な文献のひとつであるカルル◎フィーリップ。エマーヌエル。バッハの

〈Versuch怨もerdiewahre Artdas Clavierzu spielen（第1巻1753年刊，第2巻1762年刊）など

は邦語があり簡単に入手できる（東川清一訳，全音楽譜出版社，1963年刊）。また，20世紀の著書の

中でも，アーノルド◎ドルメッチの〈17，8世紀の音楽解釈〉（1916年刊）も邦訳がある（浅妻文樹

訳，音楽之友社，1966年刊）。

次に，通奏低音に関する今世紀出版された実用的な教科書ないしほ研究書としてほ，以下のも

のを挙げることができる。

Generalもass也もungen H．グラープナ【著 Kistner＆Siegel＆Co．（1936年干り）

Schule des Generalもaβspiels 王i．ケラー著 B畠renreiter（1931年刊）

The Art
of

Accompaniment from Thorol唱ムーbass F．T．アーノルド著 Dover（1931年刊）

ダラープナーのものは，40ページはどの小型の冊子である。この本ほ，あくまでも実際的な教

科書で，通奏低音の基礎的な技術を身につけるにほ恰好のものである。全体ほ三部から成ってい

て，極めて初歩的な段階から順次進むようになっている。各部のほじめほその部に必要な練習課

題に始まり，コラ…ル，歌曲，メヌエットなどの器楽小品，シュッツ，テレマン，ヘンデル，バ

ッハなどのレチタティーヴォやアリアを例題とし，適宜配列されている。

ケラ叩のものほ，原著ほドイツ語であるが，1965年にC．パーリッシュによって英訳されてい

る（No如n＆Co・刊）。約100ページほどの書物であるが，その内容ほより詳細なものになって

いる0大別して二部から成っているが，第1部は，通奏低音奏法の基本が述べられている。第2

部においてほ，17，8世紀における通奏低音を歴史的に述べている。次に，その項目と言及され

ている作曲家を引用しよう。

§初期バロック

§中期バロック

§後期バロック

J．S，バッハ，

（1600～1650）：プレトリウス，シュッツ，アルベルト，クリーガー

（1650～1700）：コレルリ，プクステフーデ

（1700～1750）：コレルリ，マテゾソ，ハイニヒェソ，E．バッハ，クヮソツ，

ヘンデル

亀1S郎己の宗教音糞における通奏低音：J。S．バッハ，ガスパリーニ

§2声鍵盤音楽における通奏低音と数字を伴わない通奏低音：テレマン，ヘンデル
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末出版でほあるが，野村満男（東京都立新宿高校教諭）による邦訳がある。ケラーには，この著書

のほかに，〈PhrasierungundArtikulation〉（英訳恥rton＆Co・1965年刊，植村耕三。福田達夫訳音

楽之友社1969年刊）があることも書き添えておく。

アーノルドの著作ほ，上下2巻，全900ページ余にわたる大部のもので，25の章，補遺の3

章，計28葺から成っている。

次に，前述のE・バッハの書物以外の歴史的な通奏低音に関する理論書，教科書ないしほ実際

例を挙げる。

Singe－，Spiel－und Generalbasstibungen

G．Pb．テ．レマン1733～34年 ハンブルクにて刊

現代版ほB畠renreiter－Ausgabe Nr．887

Triosonate c－mOllBⅥrVlO79

J．S．バッハ（“音楽の捧物”より）1747年

現代版（原典版）Peters Nr．237a

前者は，短い歌曲を48曲収め，それぞれについてテレマン自身のリアリゼーショソが付けら

れ，かつ，要点に関してやはり彼自身の親切な脚注が施されていて，極めて有益な示唆を与えて

いる。後者は，バッハの高弟J．Pb．キルンベルガーによるみごとなリアリゼ【ショソが残され

ていて，当時の，しかも大バッ／、ないしほその周辺において行われていた通奏低音をうかがい知

るのに貴重なものとなっている。
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三和音基容位置（Grundlage／root－pOSition）

基本位置とほ，いうまでもなくバスに板音がある位置であるが，最上声にどのような音（板音・

第3音。第5音）が来るかによって，それぞれ

オクターヴ型（Oktavlage／8ve－pOSition）

第3音型（Terzlage／3rd－pOSition）

第5音型（Quintlage／5tb－pOSition）

といっている。

一 オクターヴ型 第5音型 第3音型 オククーヴ塑
L′

』r l 甘 l t l l

■押l l ll
y

ヾlノ

〟
X 札 甘 y

む 1L♪

ふ’勒l● 息Ⅶ

▼
好●

′ ■ l
l 甘

（8） （5） （3） （8）

この場合，数字8，5，とくに3ほよはどのことがない限り省略されるのが普通である。

数字以外の書や♭や勾が単独に用いられている場合は，第3音がそれらの記号によって変化さ

れることを意味する。

伽

課題1次の例題をそれぞれオククーヴ型，第3音型，第5音型で実施せよ。

A

8

毎勒；芳．t。
〃 1】 t l ll

Ⅶノ ー ‡ 1 一
一｝ l 11

l 暮 l ′ン
I ll

歯
暮

♯ ・⑳

E
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三和音第一回転型（Sextakkord／sixth－C王10rd）

第一転回型，またほ六の和音と呼ばれるもので，第3音がバスに現われる。上声部のバスに対

する音程の度数を正確に書くと§であるが，普通ほ6だけ記すことになっている。

バ
j♂

例 瓜 甘
私甘

喝LII

てゝ●

◎ ⑳ 亀．タ

瑠渉・

Y脚● 瓜 甘
吼 Ⅵ

Jr

tl甘

6 6 6 6

課題2 次の例題を，各種の位置，各種の調で実施せよ。

l
ふ1臥● － 1 1 I

l ll

‾伊● ▲l事 I l 一■ l ll

′ tり t r一′ l トF t l
‡t

rJ l l 暮 l 亀甘 II

6 も ー拝

l
乙1ゝ●Jオ I l l 一ヽ ′コ I r l l II

‾捌●一事Il ■姶 一h
暮 l

」■ヽ
′－J I r l 暮 I l l ll

Jr’’1上 t＝ r リ ー r 】 暮 ‡ 暮 I l ‡ t －一
Il

ll
l l l l t ‡ 暮 I r一ノ I ll

－

6
1

b 6 6

l

乙．．1胤▲
t

暮 I l l l l I J■ヽ 暮 l暮

Y甜● ∫押 I
l l l ‡ t 。d■・ヽ 仁J I r 】 l Il

Jr 甘U
▲■1

1L t t
一り

U 暮 r l I l l 】 ll

一
丁t ′J I

W
‡ ‡ l l t 【 l

‾、・・′
l

¶6
甘・ 旨 b 歩

ク

E

ここで注意しなくてほならないのは，Dと■Eに見られる6という記号である。この数字に付けら

れた斜線は，半音階的に高められることを意味する。一方，Dの場合には6♯，Eの場合にほ6年

と書くことも可能であるし，また，一般的であった。

いまひとつの実際的な注意として，六の塑が連続する場合は，第3音を交互に重複しないと悪

い進行を生じるということである。従って，いかに重複していくかという見通しをすばやくたて

ることが重要である。また，このような場合，四声体でなく三声体にするとよいとテレマンほ述

べているが，この方法ほ簡便かつ実際的である。次の語例ほ，テレマンの 〈Singe－，Spiel・und

Generalbassdbungen〉 の中の第20曲であるが，Aがテレマン自身の解決譜，Bほ，仮に四声体

で通して実施したらどうなるかという解決讃である。なお，鍵盤上で二つの声部が同音になる場

合，声部を尊重する意味から必ず2本の指でキーを押えねばならない。語例Bの指使いの数字は

その意味で書かれたものである。

－255一



A

B蔓箋登暫、菱蔓月‡ －

汐Il′l 中腰 I t 【 】 l t l 暮 t l l l 暮 I
l 】 】 暮 t ； 】 】 l I

伊l 拘 L九 ℡汐 戚 戚 l 】 】 l＿ l
ノ戚

ふ 戚J 戚 】 I 戚 戚 ！ ‡ l し t 戚 J歳J 虚 血 l 暮

■肝軌y l′ ∬諾 済 Wi 捌 威 I rl機 W、t 甲I Wt
轡】 捌 戯 済 甲’Ⅰ 麒腰 戚血 戯 r】戯I W－t W’l Yl ヽy】 戯 麒l

ヾ書ノ ー儲一 済 済 ふ Wlぷ矧yl一戚

如
W

済一癖
W

‡捌脚 脚 戚
▲淵ミ1麒t

膠野 膠

一静
餞ダ

済爛
威 叩y儲－1滋

W歯瀞膠 歯 瀞

戯沈I励尉J更d 血 麟l

膠膠膠瀞凝固

戯 戯r間門 ‡ l 】

／ニ1臥●
】＿ 亀静 】 l t 【 l 】 王 劇 】敬y J仇 l 】 】 】 l l l

l 拶 ㌣ 瓜

Ⅴ紛●】l′． 0汐 脚 戚 I l 暮 】 l ‡
】 野′ ‡ 儲済 由 一 】 l i l l 芦r

一夕’
ね t＿ ぬ

V
膠 戚 ‡ 戯紺 戚、 l

戚
l ‡ t 暮 ふ 】 麒済 一札 l ▲．由一

1 t t

■
y l′ 咽一

瞥
戯y 野㌢ l

野y
l 【 l tl

W－
膠 】撃y l 搾y I l t

6666

6玩－】一義－』 66 6 6 6均
t 一

卜喜■』

第二転回型（Quint＄eXtakkord／sixJour c‡10rd）

四六の和音と呼ばれるもので，第5音をバスが担う和音型で，重複する音ほできるだけ第5音

とする。

6 6
4 4

力感舘＿
i ぎ 転向．

l一♂ 紺I11暮脚
♂J

暮 切l▲∴l玉村 】 l l 麟 Il′二J l

濾町 11 併Il 愉 ′ニよ ‾r一 切I一 暮 【 iI■y llFJ t

r嗣 －1’■】l WI Eニ戚 ▼l’r】 朋
樹

βべ
l m lIKJ l

＼さし′ 11 ㍍タ 伽 rl
dJ

財′鱗 暮 I l

亀ノ

tと

瀞 ■‾瀞
†＿

暮 暮

ん．一丸●岬 1L．▲ l河 「l．

’y紺●jゆl】11脚
W

】痢I＿ニIyl 亀 Ⅶ

タ’

‾
Tr 騨lエ 】 rl糾し

TI IL l ‾一 It

1一

望 ▼一望 暮 雪 審

この譜例のように主として強拍上に置かれ，必ず喜の塑に解決される。
この四六の塑ほ，弱拍上に置かれ経過的に使用される。また，同一音上でバスが持続またほ反

復されるような場合にも使用される。

6
璧

（G．筑譜表nde王：フラウトトラ粒ルソソナタホ短調Op．ユ，Ⅳ0．1aより）
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課題3 次の課題を，各種の位置，各種の調で実施せよ。

A

B6
4

6 6

C 4

D

6
4

6
4

また，同一和音のもとにおいてバスのみが動くとき，しばしば太めの横線が数字の代りに置か

れる。

／〝－■■－■－－－、＼

（G．EH邑ndel：リコータLソナタハ長調Op．1，No．7より）

七の和音

七の和音ほ，普通の三和音と異なり，緊張感の強い和音で，緊張と弛緩を絶間なく繰返すバロ

ック音楽にほなくてはならない和恵である。“七の和音，，とほ，この和音の最大の特徴である7
度という音程からきている。
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七の和音は，三和音の場合と同じく，ひとつの調の音階のそれぞれの音を棍音として構成され

るところから，当然ひとつの詞には七つの七の和音がある。このうち，音階の5番目の音すなわ

ち属音を扱者とする七の和音ほ属七の和音と呼ばれるものである。

ハ長調 イ虚調 ト長調 ホ短調 ヘ長調 ニ短調

A

藁7
7 7

食 感

四和音基本位置（Septakkord／seveIltb c‡10rd）

7

バスに付けられる数字ほ，正確に書けば5であるが，普通ほ7だけ記すことになっている。
3

前の讃例のうち，B，D，陀おける冨の卓ほ，もちろんバスから3度上の音が半音変化させら
れることを意味する。

また，進行上の都合で，いずれかの音を重複し，かつ他の音を省略しなければならないときの

省略サる音ほ，通常第5音とする。前の例のうちB，C，D，E，Fがそれに相当する。第7音

ほ絶対に重複してほならない。

陳題4 次の課題を，各種の位置で実施せよ。

彗
l

m● ○笥 I l l 暮
暮 暮t

Y厨● ○腰 l 事 i 暮
一がヽ

′：ノ
I ll

タ 血Ⅶ l ㌦† rJ t トγ 】 】 l ll
′

ふ′ ′ニノ
‡l l 】 暮 色 甘● ll

。

骨 6 も 妄 言
l t

ふ1軌● 月 l Irノ
l 暮 I t暮

YⅣ● 一戦r 【 I－r － t 】
l 暮 y ‡I

′ 招
rノ 】 暮 t ‡ l 用● さl 暮暮

一瞥I 】
－ 一 一づ l 暮l

7 7 6 6 7

D

なお，この七の和音が連続する場合がしばしばある。こういった場合，ひとつおきに第3音を

重複し，同時に第5音を省略しないと悪い進行が生じる。前項の六の連続同様，充分習熟するこ

とが望ましい。
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／一－－－－－－－－－＼

／〝■、・－＼

6 7 7 7 7 7 7
り・B・LoeilletdeGant‥リコータエソナタト長調Op・3，No．4より） 7

なお，六の和音の連続と同様，三声体で実施すると容易にできる。

／グーーーー＼ ′、、＼

4 7

や、

U

夏
7

四和音第側転固塾（Quint－SeXねkkord／six－fivec壬10rd）

6

バスに鮒られる数字ほ，正確に書桝ぎ5であるが，普通は喜と書く。和声法でいう五六の和3

音がこれである。この和音ほ，三和音に6度音を添加したものと考えることもできる。

課題5 次のテレマンの課題を実施せよ。

毎夢…等済問事∃戸う壬姜笥王威一芦厨靡妻妾亨∃壬夢一息．柑1Ⅶ戚 ・W 樹－W一山
■t戚W ■】－】．W脚W暮事 ‡F 軒、l昏

－ 6 6 6W冒
W6 ぬ

6－6 冒6
t

滋ノ

沓 －

l
L

ふⅦ●脚 It ㍗ヽl‡¶‾叫甲嘲磯磯塑練
王 ㌣ 戯汐 暮一ぬ 瓜 t甜 l‡ヽ

I 柑
Y厨●捗 彪瀞 戚ゝ l】 ‡Jl【 】 】l － 圭

一 野・ 押野 I】 ぬ 麒 t l／▲ぬ Ⅰ 【 l班
′

‥
勝 一 ryl脚

瓜l′
t麟 l‡Ⅰ ■ l－，

lIl】 rIII網野 阿 It l招
t II t WI 膠 榊戚感I膠【

■ －－ b′ －】ll t ！ l戚● 】暖

鰐 6 昏 6 常言準
6 6

地 －

5

（G．P王1．Tblema王1n：Si‡唱e－，SpieトundGene詑ibass缶bunge‡lより）

四和音第二転回塾（Ter喝ua出akkord／four－tbreechord）

6

バスに付けられる数字は正しくほ4であるが，
3 他の場合同様，普通は省略して豊と書く。

登 竜
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課題6 次の課題をすべての詞で実施せよ。

4 6 6
3 5 J皇

四和音第三転回塾（Se呈こundakkord／two c‡10rd）
6

これも正しく書桝ぎ4であるが，普通ほ2だけ記す。
2

C
月 I l 【
l汐 【 l l

▲■J
‘ll払

d㌢l ぷ炒 rJ d WJ
鯛 吼 Ⅶ

I椚 ⅦIノ J一 例
♂づ

Wき

＼こし／

一
例 Wl

rニ／

亀ノ
ク

l

／ニ’敬● l

W脚● g伸 一 ト■■
′：ノ

J㌢
牲り 「ノ ‡ 】 トy

t臥 甘

i 】 l

2 も ー6

Åが和音の形，Bほこの和音がたいてい六の和音に解決されているということを示す例であ

る。なお，このBのような形のバスの終止形をとくに“テノール風のバス”といっている。非常

にしばしば現われる進行なので，この処理にほ習熟しなければならない。

書聖寒露7 沖のテレマソによる課題を実施せよ。

∠」徽● ‡ l t l I t i l tL鉦
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t
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膠
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戯 ／苧∋

／′b】－－－・・、
／〝‾‾－・－・・＼ 虚

ふⅦ● 暮▲ 沼暮 】 l 】 ド㌢ t ㌣ ′：コ l ′二J l l l ㌣ I
Y

財01I′． 倒暮○ 】
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！′ 隊I

l l l 】 l ‡ l I
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’

‘d■ヽ l
ぬ

戯
一ぬ

戯
£」Ⅶ● ‡＿ ′二J †uy ‡

朗 戚 麟 l 】 暮 段汐 IW■ l ‡ ㌣ l 【 ‡ l現

Ⅴ拶●lI′ l l Ⅰ【 ㌣ l
威

－ ′：J●
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タ 拘 l l l l l ‡ 】 ㍗r l ‡ 癌閤汐 l 】
】 l l l 一 事 劇 l l ■lモl

l′ l
l【 暮 t ！ l 暮 I

戚J
l 】 l 】 ll録

】 l

6

（G．Ph．′払1emann：Si喝e－，Spieトund Gene‡albass也bungenより）
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その他の不協和音

近代音楽の場合と異なり，こjlらの不協和音ほ必ず協和音に解決されなければならない。そし

て，これらの不協和音を構成する非和声音は，ほとんどの場合“掛留’タという形で現われる。そ

して，掛留の性質として，必ず強拍上に置かれ，掛留音は原則として予備されなければならない。

しばしば使用される数字は，4（雲），望，

7
▲
4
小
2

7
A
ェ79 …，誓などである。

月必嶺
I 【 l l

lガ 押I111 1 一 事 事 暮l′ ． 加 仁J 一｝ 】 l

戚■ ■▼ll g紛 暮 r 、【 l ぬ’ 虐汐 椚 k さ一軒 J巧L ′J
1臥 甘 l

■夙 1‾l 性l′ 相 和 rJ
一事べ

y Ⅶtノ ▼■i 朕 X 亀Il l

Vl′
Jり

l：d u Idy ′：：．J r
吼 Ⅶ t

む 瀞 W

＿．LL

〉

喝：す
！ ！ i

広こ「駄■樹 ⊥l

．
【 ‡▲ ‡ I

Y
周●脚111I 点1ゆ l li′ 月掛 l ′二J 毯 Ⅶ W 暮

ダ ’▼11 Ⅶ】ノ 】 事 暮 拘 性レ
ー加

】
暮

ll 〃 l l y i l

滋

首 3

i

6 7

′§
一一■－－■－－■－－－－・－・－＼

7
4
2

5 6 11 5
2 5 9 4

4または望は，次の語例のように，三和音のうちの第3音がバスに対して4度上で留まったの
ちにバスの3度上に解決すると考える。

′う
ば I l l l‡

▲東町
虐他 事 】 l tI

r駒 喝事ノ
♂J

ダニ戎 ‡
一～

‡Ⅰ

ヾlノ ー感閑 ダニ滅 暮 W′rJ Il

心 慮

晶 馬留 鼠決
四声放で

（強拍上） （弱拍上）

課題8 次の課題を実施せよ。

6
5
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言またほ芸は，掛留の形だけでなく，次のように同一バスの上で和音が変化する場合にも使用
される。Åほ掛留の形，おほ同一バス上で動く例である。
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6 冒

凝

四声牡で
2

∧ ‡ l l 】

lメ t l l 】

g 才色 麒
麟 戯

一戚
吼 も

■l隅 Ⅶ ′ d 勝
一d
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＼ヽり 闇
戯伊 済 飼 V

如 膠

ふ1胤●
‾

尉■
∫○

′ Ⅶ
ノ

ー臥Ⅶ
毯甘

6 3 7
4 4

2

課題9 次の課題を実施せよ。

・◎・●

宝

…という数字ほ，

言＋
ロ ‘

左
2 2

次のように理解される。つまり，次の諮例のように，掛留音がバスに現われ

るのである。そして，2皮下に解決して六の和音になる。

＼、
J

四声榛で
月

訂も
タコ

←ダ l

点】甘 rJ ㌢－J
l吼

轡習Ⅶ一亡碩仁＝＝＝㌣ 重器
乳J

財．必．去＝－γL＼
徽●－

l．一れ

一 札1臥

吼Il

暮

ぎ
t

ピ±聖二聖二二 戸 】芦 戸
llJ

塁 b
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課題10 次の課題を実施せよ。

ー＿ i欝 均轡，欝
〃

歯戚．脚
胴瓜

－ 11
●ll′－β拶II－ tll伊野tlは

ダ拘‡一Ⅶレ戯膠 事l‡】ll

′yl′
－】‡ll

蔓6 喜喜 均

l野脚一曲l
Il

】野l吼WIl

§妄毎－
”

曾についてほ，
7

4の場合とほぼ同様であるから，説明を省略する。
2

課題＝ 次のテレマンによる課題を実施せよ。

望
§ 慧 §6
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W紺●l
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吸ノ IJ暮 】 ！ l 暮 】 － l・由 一 I 曜′llI】 ㌣ 戯野
J息

l
】 戚 Il l l I 01田

タ 拘 ㌣ ′ 膠
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甲
It済 J お′ Il 】 事 野 t 済

、qy

J別
l 脚 I l l ●l城

l 】
W一

億汐 ‡ゐJ l IW t I暮 1 1 】 】
W

t
】 l 事

・暮招

‘姜＋… 一句

6均望§6渾6 宝膏膠○
くG．Ph．′托iemann：Singe・，Spiel伊u王1dGene陀まゎassGbⅥn伊nより）

以上のことに習熟すれば，通奏低音の即興的リアリゼーショソほできるわけであるが，実際に

当ってみるといくつもの重要な問題が起ってくる。以下，それらの問題を整理してみよう。
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1）バスに数字が付いていない場合，あるいほ，付いていても不完全な場合。

2）バスの動きが極めて細かい場合，あるいほその速度が極めて速い場合。

3）“tasto solo”と記してある場合，あるいほ，記してなくても“tasto solo”にした方がよ

いと思われる場合。

4）主として主旋律，時にバスのモチーフをいかに右手のパートに生かすか。

5）鍵盤楽器のための曲などにおいて，主旋律とバスの並記，つまり二声体で書かれてほいる

が，実際にほ部分的にもせよ内声を充喫しなければならない場合。

まず，1）の場合から説明を進めよう。このように，数字が欠如している，あるいは一部脱落

しているというような例は決して珍らしくはない。なぜならば，当時の演奏家は，バスの動き，

あるいほ主旋律の動きを見ればおのずから作曲家の意図を察しえたものなので，数字がなくても

なんら支障がなかったかちである。従って，現代のわれわれの場合も，われわれ自身をまず当時

の演奏家と同じ状態に置かなくてほならない。いいかえれば，旋律とバスだけで，それによって

生ずるハーモニーをただちに読みとり，同時に鍵盤上に実現（リアライズ）できなくてほならな

い。例をヨハン。セバスティアン。バッハの 〈Bistduもeimir〉に求めよう。
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簿題－2 次のくB呈std㍑態eまmま㌢〉におけるバスに数字を補った上で実施せよ。

遜まs怒d㍑be立m主君
Johann SebastianBach

（1685仙1750）

Bi＄t 血 beimまァ，
geh’icb mit ぎreu － den zumSteT－ben＿

蓉

皿dzumei－ neア一定uhミ孤m¶ Steァ・ben㍊ndzumeトner 毘ub： Bist ∂㍊＿bei＿

r＼ rヽ、
／′■・・＼

mlr， geb’ic王1 mit Freu t den zumSter－ ben＿ u‡1d zu mei－ ner＿

／警＼

Ruげ，Zum S七er・be王1u氾8zu
ner Rub： Åch，融e

veァ一宮n鞄t

＼品′

爪

＼、≡し

鵬ア’so mein En ・ de， eS∂‡滋c紘一ten＿ de卜ne scb6－ne王1＿ H箆n－∂e mir＿

diege－trelユーenÅu－ gen Zu◆ 鬼ch，Wie ver－gn缶gも Ⅵ惑ア’＄O meまn En・de，

倉

esd嘗滋ck－もen＿ deトne sch6－nen＿ 癒 de mir－ die ge－モアeu－emAu－gen Zu．

dαgβ野花0αg茄乃e
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／ミスの動きがある程度以上糸田かくて速い場合にほ，右手の動きは必ずしもバスの動きに忠実で

ある必要はない。ある場合には，和音のかたまりを単純にのばしているか，あるいほ声部の数を

少なくしてバスと同じ動きをさせる，といった処理が考えられる。

課題柑 次のノードのアレグロを実施せよ。

MollSieur Naudot（1762）

フラウト・トラウ妄ルソと通奏低音の
Å呈盈曙野⑬，翔温風¢風食紺野野¢ ためのソナタト長調より

意畠済樗‡芦 芦】芦 胃‡声
門I孟∂，点F‡芦

芦．
葛ノ‘Ⅶy

■】
－ y －【

♭ノ】と羞∃
暮‡

t

夢…重篤蛋‡芦芦攣芦芦賢妻萱賢覧‡窪∈芦‡買∈∈‡芦芦野欝芦賢一
6

6¶買取感7
】「 良 6

6
5

十

妄

“tasto
solo”というのは，直訳すれば“鍵盤のみけという意味であるが，内容的には“unison’’

あるいほ“all’unisono”の意味で，その場所において一時的に和声を放棄してバス自体をきわ立

たせる目的をもつものである。この場合注意しなくてはならないのほ，作曲家が“ねsto solo”ま

たほ“t．s．”と書かなかったとしても，その音楽の内容がそれにふさわしい場合ほ，そのスタイ

ルで実施しなければならないということである。また，作曲者自身が一応数字を記入していて

も，その内容がtasto soloにふさわしいものであれば，taStO SOloで演奏することをためらう必

要はない。
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卓

G・Ph．T巨1emann（168ト1767）

′払felmusikIIQuartettd・mOil

第2楽章より

辞

6
4 6 ♯ （realized byl．T．）

次のようなスタイルの音楽で，しかもアウフタクトで始まるような場合，その拍だけユニゾソ

で演奏する。なお，曲の冒頭とほ限らず，途中における類似の個所もまたこの原則が適用される。

C．Ph．E．Bacb（1714－1788）

幼オラ、ベースリコータこと逸勢低音の
ためのトリオソナタヘ長調より第3楽章

二：叫＼
二＼ 爪 r＼ ′亨1 r＼

β ′－＼ r＼
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主旋律またほバスのモチーフをいかに右手のパ【トに節度をもって生かすかということは非常

に重要なことである。無意味な，装飾のための装飾といった感じの右手の動きほ，“マシーンガ

ン的リアリゼーショソ”といい，有害無益のものである。次に，テレマンの鍵盤楽器のためのフ

ァンタジーを引用しよう。原曲は，主旋律とバス，すなわち二声体で書かれているが，次のもの

ほ，右手のパートを旋律楽器に担わせ，左手によるバスに数字を補って通奏低音とし，鍵盤楽器

として独立させたものである。右手のパートにおける模倣の処理に注目されたい。

～268叫



G．Ph．1も1emann（1681－1767）

バ良好息飽食¢髄尽e汲e風食 態 k 戯 触－ ファンタジ‾慧り第1楽章
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5）の例ほ枚挙にいとまがないが，ここでほ，モーツアルトが6才のときサルツブルクにおい

て作曲したメヌエットを引用しよう。語例において，普通の大きさの音符がモーツアルトのオリ

ジナル，小さい音符が考えうるリアリゼーショソである。

朗en㍊et乞 1耽A．Mozart（1756－1791）
Ⅹ．V 2
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